
季節の移ろいとリオ日学生活の充実
５月２４日（土）、モデル校交流を行

いました。司会、あいさつ、自己紹介、
感想発表、どれをとっても主体的に自分
の言葉で話すことができ、ポルトガル語
にも自信を持ってチャレンジして、ブラ
ジル人と楽しく交流ができました。
「フルーツバスケット」校長定番の「進
化ゲーム」、モデル校主催「単語合わせ
ゲーム」も互いに声を掛け合って楽しめ
ました。充実のリオ日学生活が始動しま
した。季節の移ろいとともに、大きく成
長しましょう。

＜６月２日 全校朝会 校長講話より＞
日本から送られてきた麦畑の写真を見せます。黄金色の収

穫期を迎えたこの季節を「麦秋（ばくしゅう）」と呼びます。
秋のような色合いですが、季節は初夏です。これから冬に向
かうリオと季節が反対ですね。
６月２０日２３時４１分、何の数字だと思いますか。これ

はブラジルの「冬至」の日です。１年で一番昼の時間が短く、
この日から冬の始まりとリオの人は考えています。季節の移
ろいととともに、皆さんが勉強に励み、友情が深まっていく
様子を見ることがとてもうれしいです。
新美南吉の「でんでんむしのかなしみ」を朗読します。
一匹のでんでん虫がありました。ある日、そのでんでん虫

は、大変なことに気がつきました。「わたしは今までうっか
りしていたけれど、わたしの背中の殻の中には悲しみがいっ
ぱい詰まっているではないか」この悲しみはどうしたらよい
でしょう。
でんでん虫は、お友達のでんでん虫の所にやって行きまし
た。「わたしはもう、生きてはいられません」と、そのでん
でん虫はお友達に言いました。「何ですか」とお友達のでん
でん虫は聞きました。「わたしは何と言う不幸せなものでし
ょう。わたしの背中の殻の中には、悲しみがいっぱい詰まっ
ているのです」と、はじめのでんでん虫が話しました。する
と、お友達のでんでん虫は言いました。「あなたばかりでは
ありません。わたしの背中にも悲しみはいっぱいです」それ
じゃ仕方ないと思って、はじめのでんでん虫は、別のお友達
の所へ行きました。するとそのお友達も言いました。「あな
たばかりじゃありません。わたしの背中にも悲しみはいっぱ
いです。そこで、はじめのでんでん虫はまた別のお友達の所
へ行きました。こうして、お友達を順々に訪ねて行きました
が、どのお友達も同じことを言うのでありました。
とうとう、はじめのでんでん虫は気がつきました。「悲し

みは、誰でも持っているのだ。わたしばかりではないのだ。
わたしは、わたしの悲しみをこらえて行かなきゃならない」
そして、このでんでん虫はもう嘆くのをやめたのであります。
「殻いっぱいの悲しみ」のように、「生きていくことは楽

ではない」「もう生きていけない」と実感したことがありま
すか？でんでんむしは最後に「もう嘆くことをやめた」とあ
ります。この物語から私たちの周りには「どれほど深くもの
を感じ、深く傷ついている人がいるか」気づかせてくれます。
そして「喜びに向かって生きようとする心」を大切にしてほ
しいメッセージが込められています。
上皇后美智子様が１９９８年国際児童図書評議会ニューデ

リー大会で「でんでんむしのかなしみ」を引用し、「本の中
で人生の悲しみを知ることは、自分の人生に幾ばくかの厚み
を加え、他者への思いを深める」と話されました。
読書は、

・自分の中に，しっかりとした根を持つために
・喜びと想像の強い翼を持つために
・痛みを伴う愛を知るために
・人生の複雑さに耐え、与えられた人生を受け入れて生き、
一人一人ふるさとであるこの地球で、平和の道具となって
いくために。
大切であると話されました。
季節の移ろいとともに皆さんの成長を感じる今、さわやか

なこの季節だからこそ読書を通して、自分の人生に厚みを加
え、仲間の思いに気づける人になりましょう。そんな皆さん
を応援します。
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